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(57)【要約】
【課題】　見開きの両ページに亘って伸びる水平の罫線
と、上下に伸びる罫線とによって分割して形成された多
数の日割り記入欄には、日付欄、所有者記入欄、家族欄
が設けられたが、ビジネススケジュールに対してプライ
ベイトスケジュール、本人自身のスケジュールに対して
家族のスケジュール等と、用途及び趣向の異なるスケジ
ュールを１つのスケジュール手帳に記載することは、複
雑、且つ繁雑になり、よって、スケジュールを作るのも
、管理、確認するのも、困難となって、不都合であった
。
【解決手段】　一冊の手帳が、表の表紙によるダイアリ
ーと、綴じ部に沿って裏返して、趣向、用途の異なる逆
さまの裏の表紙によるダイアリーとを綴じて構成され、
表の表紙からも、裏の表紙からも、ひっくり返すことに
よって、真ん中から、夫々逆さまのダイアリーに切り替
えることのできる手帳である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一冊の手帳が、表の表紙ＯＮによるダイアリーと、綴じ部に沿って裏返して、趣向、用
途の異なる逆さまの裏の表紙ＯＦＦによるダイアリーとを綴じて構成され、表の表紙ＯＮ
からも、裏の表紙ＯＦＦからも、ひっくり返すことによって、真ん中から、夫々逆さまの
ダイアリーに切り替え出来ることを特徴とする手帳。
【請求項２】
　表の表紙ＯＮによるダイアリーが複数のマンスリーページでなり、それと、綴じ部に沿
って裏返される裏の表紙ＯＦＦによるダイアリーが、前記表の表紙ＯＮによるマンスリー
ページとは異なる印刷書体であって、逆さまにされた複数のマンスリーページとで綴じ構
成されるダブルマンスリータイプであって、、表の表紙ＯＮからも、裏の表紙ＯＦＦから
も、ひっくり返すことによって、真ん中から、夫々逆さまのマンスリーページに切り替え
出来ることを特徴とする請求項１記載の手帳。
【請求項３】
　表の表紙ＯＮによるダイアリーが複数の仕事や学業などの予定をすっきりと組み易い方
眼フォーマットのマンスリーページであり、それと、綴じ部に沿って裏返される裏の表紙
ＯＦＦによるダイアリーが、前記表の表紙ＯＮによるマンスリーページとは異なる印刷書
体であって、複数の枠にとらわれず自由にスケジュールを書ける余白多めのフォーマット
のマンスリーページとで構成されていることを特徴とする請求項１乃至２のいずれか１項
記載の手帳。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一冊の手帳が、表の表紙によるダイアリーと、裏返しされ、上端縁と下端縁
とを逆転した、表の表紙によるダイアリーとは趣向の異なる裏の表紙によるダイアリーと
で構成され、表の表紙ＯＮからも、裏の表紙ＯＦＦからも、ひっくり返すことによって、
真ん中から、夫々逆さまのダイアリーに切り替えることのできるＯＮ・ＯＦＦスイッチの
ようなスイッチ手帳に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より種々の用途に対応して種々の手帳が提案されている。例えば、要介護者が服用
した薬の種類、服用時間、介護内容、体調などの記入欄等を設けたもの、また、医療側の
患者、或いはその家族との間で、患者の背景、栄養基本情報、食事計画、経過観察などを
記入する各ページを有する栄養手帳などが公知であった。
　このよういなものは、手帳の所有者が自分自身のスケジュール、行動記録などの情報を
記録したり、被介護者、被管理者の情報を記録するものであって、その他の情報はメモ欄
などに適宜記録されていたが、後で、この情報を探し出すには煩わしく、よって、解決す
る為に、被介護者、被管理者ごとに手帳を作成しておく必要があり、管理が面倒であった
。
【０００３】
　そこで、家族などの人数が限られた関係者と手帳所有者自身のスケジュールや行動記録
などを管理したり、確認するのに適し、且つ、一冊の手帳で、自分のスケジュールなどと
複数の家族メンバーのスケジュールなどを簡単に管理し、確認することができるようにし
た手帳を得ることであった。
【０００４】
　しかしそれには、縦に長い長方形の手帳であって、ページの綴じ部を横断して見開きの
両ページに亘って水平に伸びる罫線によって上下に分割された左右方向に多数の日割り記
入欄が形成され、これら日割り記入欄にはページの解放縁側一端から他方端へ向って、日
付欄、所有者記入欄、複数の家族メンバーに分割した家族欄が順に設けられて成る手帳で
あった。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１３－２５２７０３
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　家族などの関係者と手帳所有者自身とのスケジュールや行動記録などを管理したり、確
認するために、見開きの両ページに亘って伸びる水平の罫線と、上下に伸びる罫線とによ
って分割した多数の日割り記入欄を形成したこれら日割り記入欄には、日付欄、所有者記
入欄、家族欄が設けられたものであったが、この多数の日割り記入欄に、ビジネスに対し
てプライベイトのスケジュール、授業中に対して放課後のスケジュール、家族に対して本
人自身のスケジュール、日常の計画に対して生涯設計など、用途及び趣向の異なるスケジ
ュールを共に記載することは、複雑且つ繁雑になり、よって、スケジュールを案出するの
も、管理、確認するのも困難になって、不都合であった。
【０００７】
　そこで、一冊の手帳が、ひっくり返すことにより、表からも、裏からも、ビジネスのス
ケジュールに対してプライベイトのスケジュール、授業中のスケジュールに対して放課後
のスケジュール、家族のスケジュールに対して本人自身のスケジュール、日常の計画に対
して生涯設計などと、それぞれの用途、趣旨に合せて使用できる表の表紙ＯＮによるダイ
アリーと、綴じ部に沿って裏返して、趣向、用途の異なる裏の表紙ＯＦＦによるダイアリ
ーとで構成される手帳を得ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の手帳は、一冊の手帳が、表の表紙ＯＮによるダイアリーと、綴じ部に沿って裏
返して、趣向、用途の異なる逆さまの裏の表紙ＯＦＦによるダイアリーとを綴じて構成さ
れ、表の表紙ＯＮからも、裏の表紙ＯＦＦからも、ひっくり返すことによって、真ん中か
ら、夫々逆さまのダイアリーに切り替えることの出来るものである。
【０００９】
　本発明の手帳は、一冊の手帳が、表の表紙ＯＮによるダイアリーと、綴じ部に沿って裏
返して、趣向、用途の異なる、逆さまの裏の表紙ＯＦＦによるダイアリーとが、その各々
の背面にある複数の方眼フォーマットのメモページを介して綴じ構成され、表の表紙ＯＮ
からも、裏の表紙ＯＦＦからも、ひっくり返すことによって、真ん中から、夫々逆さまの
ダイアリーに切り替えることの出来るものである。
【００１０】
　本発明の手帳は、表の表紙ＯＮによるダイアリーが複数のマンスリーページでなり、そ
れと、綴じ部に沿って裏返される逆さまの裏の表紙ＯＦＦによるダイアリーが、前記表の
表紙ＯＮによるマンスリーページとは異なる印刷書体であって、逆さまにされた複数のマ
ンスリーページとで綴じ構成されるダブルマンスリータイプのものである。
【００１１】
　本発明の手帳は、表の表紙ＯＮによるダイアリーが複数の仕事や学業などの予定をすっ
きりと組み易い方眼フォーマットのマンスリーページであり、それと、綴じ部に沿って裏
返される逆さまの裏の表紙ＯＦＦによるダイアリーが複数の枠にとらわれず自由にスケジ
ュールを書ける余白多めのフォーマットのマンスリーページとで構成されているものであ
る。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の手帳は、一冊の手帳が、表の表紙ＯＮによるダイアリーと、綴じ部に沿って裏
返される、趣向、用途の異なる逆さまの裏の表紙ＯＦＦによるダイアリーとを綴じ構成さ
れるものである為、一冊の手帳が、表からも、裏からも使用でき、スイッチのようにＯＮ
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・ＯＦＦの切り替えが出来、表の表紙ＯＮによるダイアリーと、裏の表紙ＯＦＦによるダ
イアリーとの真ん中から、夫々逆さまのダイアリーに切り替えがすばやく、効果的にする
ことが出来、また、シーン別の情報を別方向できっちり分けて整理することが出来、情報
処理の向上やストレス軽減をも齎すことになる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】　手帳の綴じ部方向よりの斜視図である。
【図２】　表の表紙ＯＮによるダイアリーの見開いたマンスリーページの形態図である。
【図３】　裏の表紙ＯＦＦによるダイアリーの見開いたマンスリーページの形態図である
。
【図４】　見開いた方眼フォーマットのメモページの形態図である。
【図５】　実施例１における表の表紙ＯＮによるマンスリーページの形態図である
【図６】　実施例１における裏の表紙ＯＦＦによるマンスリーページの形態図である
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明の手帳は、図１に示す如く、一冊の手帳が表の表紙ＯＮ１による複数の、図２に
示す如く、マンスリーページ２０でなるダイアリー２と、綴じ部３に沿って裏返して、趣
向、用途の異なる逆さまの裏の表紙ＯＦＦ４による複数の、図３に示す如くのマンスリー
ページ５０でなるダイアリー５とが、その各々の背面にある、図４に示す如くの複数の方
眼フォーマットのメモページ６を介して綴じられ、構成されて、表の表紙ＯＮ１からも、
裏の表紙ＯＦＦ４からも、ひっくり返すことによって、真ん中から、夫々逆さまのダイア
リー５，２に切り替えることのできるものである。
【００１５】
　本発明の手帳は、表の表紙ＯＮ１によるダイアリー２が複数のマンスリーページ２０で
なり、それと、綴じ部３に沿って裏返される裏の表紙ＯＦＦ４によるダイアリー５が、前
記表の表紙ＯＮ１によるマンスリーページ２０とは異なる印刷書体であって、逆さまにさ
れた複数のマンスリーページ５０とで綴じ構成されるダブルマンスリータイプのものであ
る。表の表紙ＯＮ１からも、裏の表紙ＯＦＦ４からも、ひっくり返すことによって、真ん
中から、夫々逆さまのマンスリーページ５０，２０に切り替えることが出来る手帳である
。
【００１６】
　本発明の手帳は、一冊の手帳で、表からも、裏からも使用でき、綴じ部３に沿っての裏
返しによって、表の表紙ＯＮ１、裏の表紙ＯＦＦ４へのスイッチのようなＯＮ・ＯＦＦの
切り替えが出来る新しいダブルマンスリーダイアリーである。ＯＮ・ＯＦＦによるダイア
リー２，５の真ん中から、夫々逆さまのダイアリー５，２に切り替えられるので、素早い
気分の切り替えに効果的であり、また、シーン別の情報を別方向できっちり分けて整理す
ることで、混乱せずに、情報処理力の向上や、ストレス軽減にもなる。
【実施例１】
【００１７】
　表の表紙ＯＮ１のダイアリー２による見開かれたマンスリーページ２０は、図２に示す
如く、仕事や、学業などのスケジュールがすっきりと組み易いよう方眼フォーマット２０
１であり、綴じ部３に沿って裏返される逆さまの裏の表紙ＯＦＦ４のダイアリー５による
見開かれたマンスリーページ５０は、図３に示す如く、前記表の表紙ＯＮ１によるマンス
リーページ２０とは異なる印刷書体であって、枠にとらわれず、自由にプライベイトのス
ケジュールが書ける余白多めのフォーマット５０１のマンスリーページ５０である。
【００１８】
　よって、表の表紙ＯＮ１のダイアリー２によるビジネス、学業などのスケジュール情報
が組み易い方眼フォーマット２０１である見開かれたマンスリーページ２０には、図５に
示す如く、Ａ企画ａ、Ｂ企画ｂ，休暇ｃ等のスケジュール、情報等のビジネスが記載され
、綴じ部３に沿って裏返される裏の表紙ＯＦＦ４のダイアリー５による、枠にとらわれず
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リーページ５０には、図６に示す如く、バーゲンセールｄ、飲み会ｅ、英会話学習ｆ等、
プライベイトのスケジュールが、表の表紙ＯＮ１のダイアリー２によるビジネス、学業な
どのスケジュール、情報とは分けて記載されることによって、スケジュールを整然と整理
でき、情報処理の向上やストレス軽減になる。
【符号の説明】
【００１９】
１　　　　表の表紙ＯＮ
２　　　　ダイアリー
２０　　　マンスリーページ
２０１　　方眼フォーマット
３　　　　綴じ部
４　　　　裏の表紙ＯＦＦ
５　　　　ダイアリー
５０　　　マンスリーページ
５０１　　余白多めのフォーマット
６　　　　メモページ
ａ　　　　Ａ企画
ｂ　　　　Ｂ企画
ｃ　　　　休暇
ｄ　　　　バーゲンセール
ｅ　　　　飲み会
ｆ　　　　英会話学習

【図１】 【図２】
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